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平成27年1月13日（火）　　　　　司会：小林　葉子　記録：油津　裕子
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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・インフルエンザ予防対策について、引き続き、マニュアルに沿って徹底して行っていく事。利用者には、食事前にトリゾンラブ消毒をして頂く事。

・スタッフのインフルエンザ感染予防対策として、出勤時、必ずアルコール消毒し10～15秒乾くまで放置。手洗い嗽をする。以上の事を徹底する事。
・1/13～1/14、看護グループの「救急対応」の研修あり。

・1/27（火）17：15～17：45看護グループ研修「外傷受傷時と創傷管理」実施予定。
対　象：看護スタッフ新人　※1/26（月）までに出欠の入力を行う事。　
・当直医が以下の通り変更となる。

1/26（月）馬渡Dr→伊藤Dr

2/3（火）伊藤Dr→馬渡Dr

・関向　智様、1/15（木）午前中より、デイケア見学予定。

＜利用者様情報＞

・青木　紀子様～｢気持ちが落ち着かない｣と訴え､本日遅めに来所。理由を確認すると､昨日より利用開始となった根地戸恵様との交流について不安を訴えている。｢私に対して､きつい言い方をしてくる。大人なんだから､もう少し言い方を考えてほしい｣｢指が震えていることを心配しただけなのに､突然『うるせぇっ!!』って怒鳴られた｣等と落ち込んだように話している。不満･不安を傾聴し､自分から話し掛けないようにして距離を持つように説明。また、それでもきつい言い方をされる場合は､職員が同席して話し合いを実施していくことを提案。本人も納得している。

12：30体温36.4℃（平熱35℃前半）あり、顔面紅潮・ぼんやりした様子がある。昨日一緒に過ごした東海林康之様が微熱あったとのことで、大事をとって、本日は帰宅して頂いている。明日、内科受診するとのこと。

・東海林康之様～昨日20：00、体温37.1℃の発熱があったとのこと（平熱36℃前後）。昨日は早めに就床したが、疲労感があり、本日はなかなか起床できなかったと話されている。本日12：30、体温36.0℃で寒気や頭痛等はなし。万が一を考慮し、本日は帰宅して頂き、明日の朝、内科受診しインフルエンザ検査を受けるように説明している。

・森　美智男様～5日間便秘しているとのこと。腹部膨満感や吐気はないとのこと。「2～3日あまり食べていない」「出ないのに食べたら駄目でしょ」と話されており、便秘をしていることで食事摂取を控えている様子。水分摂取を多めにすることや、腹部マッサージを勧めている。本日も弁当持参しておらず、コーラ1缶飲まれている。具体的な食事内容を確認すると、1/11は、ラーメン一人前とお粥を摂取。1/12は、エンシュアリキッド1缶とスナック菓子を摂取されたとの事。本日、下剤が処方されている。引き続き、食事摂取量や排便状況の確認をしていく。

・佐藤ミツ子様～運動療法の時間にロッカー室にいる為、声をかけると、左足首の痛みを訴えている。原因は自分では、思い付かないと話されており、左足首を確認するが発赤や腫脹は無く、異常は認められない。できる範囲で運動に取り組むように伝えると、普段通りに運動することができている。その後、本人からの痛みの訴えは聞かれない。

・大久保康弘様～表情の硬さはなく、落ち着いてきたと話している。まだ、幻聴はとれないとの事で、「殺すぞ」という幻聴が鳴り響くこともあると言う。自身からの不調の訴えなく、プログラムに休まず参加されている為、辛い時にはプログラムを休んでも良いことを伝えている。股関節痛については重い感じがするとの事。食事の下膳などで無理をしている様子も見られる為、本人と話し合う。スタッフに下膳などを頼むのは申し訳ないという気持ちもあるが、股関節痛が辛いのでスタッフに頼みたいと話されている。下膳と配膳はスタッフが行い、灰皿の片付けはエレベーターを使用して自分で行うこととしている。

・小野寺ノリ様～白飯を食べ終わって、他のおかずが残っている状態でご飯茶碗を持って炊飯釜を開けようとしている。ご飯が足りないのかと確認すると「うーん」と首を振っている。その後、おかずも全量摂取している。

・大久保恒夫様～本人より相談があり､面談を実施。先日､社会福祉協議会より助け合い資金を利用して1万円程借りたとのこと。上記について生活福祉課より青明舎に連絡が入り､青明舎職員から聞かれたとのことで､｢なんで俺に一言も言わずに､生活福祉課は個人情報を漏らしたんだ｣等と訴えている。借りた理由については､｢妻の祖母が日赤に入院していて状態が悪くて､亡くなった時の為にお金を用意しなきゃならなくて｣等と話している。訴えを傾聴し､関係機関に情報提供しておくことを説明すると､納得している。上記について､青明舎へ報告している。

＜外来情報＞
・森　美智男様～便秘ぎみの訴えあり、シンラック液を処方されている。

